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豊中市議会議員豊中市議会議員

ー議員活動15年表彰を受賞！ー
～政治活動20年の節目も「本気に地道に」～

　目の前の暮らしの課題を何とか解決したいとの想いから、先進事例も含めた調査･研究を進めています。宮

城県では、｢荒浜小学校｣や｢名取市震災復興伝承館｣などを再訪。村井嘉浩宮城県知事とも懇談させていただ

きました。豊中市においても、自主防災組織の訓練状況や学校防災の実態など、｢地域の防災力｣に焦点を当

てた検証が必要です。地球温暖化についても、猛暑や豪雨などを通じて市民意識が高まっており、自治体が

課題解決へ先進事例に学ぶ ～防災・公共交通・福祉～

　6月2日の本会議開会前、議長より「全国市議会議長会」から

の在職15年表彰の伝達を受けました。

　私が政治への挑戦を決め、初めて駅に立って政治活動を始め

たのは2006年10月。足が震えながらの第一歩でした。2007年4月

の選挙で初当選し、翌5月1日から議員としての歩みが始まりま

した。以来、様々な壁もありましたが、多くの皆様のご理解と

ご支援、そして同僚議員や歴代市長、市役所職員の皆さんのご

協力に支えられ、議員活動15年の節目を迎えることができまし

た。改めて心から感謝申し上げます。

　これをまた新たな糧として、政治活動を始めるにあたって心

に決めたモットー「本気に、地道に」の精神を忘れず、引き続

き市政発展のために全力を尽くしてまいります。

果たす役割も一層大きくなっています。こうした状況を踏まえ、取り組み強化を求め

ていきます。

　障害者福祉では、東京都大田区の障がい者総合サポートセンター｢さぽーとぴあ｣を

視察。相談･居住･就労･医療的ケア児への支援が一体的に展開され、必要な人を適切

な支援につなぐ仕組みが構築されています。地域活動では、担い手不足や負担感の増

大、見守り力の弱体化が懸念される中、地域活動のデジタル化を進める金沢市の取り

組みに学びました。また、｢ちょっとそこまで｣の外出や買い物にも苦労するという足

の課題も受け止めています。公共施設や駅などを結ぶ日常の移動をどう支えていくの

か。コミュニティバスを運行する武蔵野市も視察しました。これらの学びを確実に議

会で取り上げ、政策へとつなげられるよう引き続き取り組んでまいります。
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● 府立千里高校／関西学院大学総合政策学部卒

● エディンバラ大学大学院 アフリカ学修士

● 松下政経塾出身

● 元 関西学院大学･大阪成蹊大学 非常勤講師

● 豊中市議会議員（4期目）

● 国民民主党大阪府連 幹事長

1975(昭和50)年生まれ 

大阪府交野市出身 50歳
本気に地道に！

皆さんとともに
～地域活動・市民活動～

● 原田公民分館・原田校区福祉委員会 顧問

● 豊島北校区 航空機公害対策連合会 副会長

● 曽根まちづくり研究会 書記

● 曽根サマーフェスティバル実行委員

● ゆめのきフェスタ実行委員

● NPO法人 とよなか おきなわ 応援団

● 関西学院同窓会 北摂支部 副支部長

● 豊中市民懇話会 顧問

皆さんの　　を聴かせてください！声声 ～座談会を毎月開催～

おいしい給食をめざして ～無償化と｢質｣の両立へ～

　いつでも会いに行ける。いつでも話を
聞いてくれる。そんな議員であり続けた
いとの思いから、毎月２回｢まちづくり
座談会｣を継続開催。冒頭15分で市政や
議会報告をさせていただいた後は、懇談
の時間。あんなこと聞きたかった、こん
なこと伝えたかったの声をしっかりと受
け止めて政策へとつなげています。予約
不要。お一人でも、お子様連れでも大歓
迎。ご都合にあわせてご参加ください！

座談会のスケジュールは
公式ＬＩＮEで発信
まずは、お友達登録を！

　先日、庄内よつば学園で給食を試食しました。実際にいただきながら、校長先生や栄養教諭から、献立づく

りや食材、安全・安心へのこだわり、学校での給食の様子についてもお話を伺いました。

　豊中市の学校給食は今、大きな転換期を迎えています。今年度から小学校給食の無償化が本格スタート。国

の支援月額5,200円に加え、市が約500円を負担して実現しています。物価高騰が続く中、無償化の継続はもち

ろん、質を落とさないことも重要です。家計負担を軽減しながら、おいしく安全な給食を届ける。この両立を

求めています。一方、中学校給食も改善が進んでいます。生徒アンケートで｢好き｣｢どちらかといえば好き｣は

2022年度の26％から2025年度には43％まで上昇し、初めて｢嫌い｣側を上回りました。現場の皆さんの努力には

敬意を表しますが、小学校の満足度約76％と比べれば、まだ伸びしろがあります。また、量について｢少ない｣

と答えた生徒も20.5％。議会では｢おかわりするのが恥ずかしい｣という声も紹介し、成長期の子どもたちが無
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理なく必要な量を食べられる環境づくりを求めています。市では6月からふ

りかけの試験提供も始め、食べ残しを減らす取り組みも進めています。

　2028年1月には、市内に誘致する民設民営の給食工場が稼働予定で、すべ

ての市立学校で食缶方式による給食を提供できる見込みです。中学校給食

の無償化については、現在、国の方針確定を待っている状況です。速やか

な無償化と、無償化しても｢おいしさ｣をあきらめない給食。その両立を、

議会でも党としても求めてまいります。
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